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　看護基礎教育におけるリハビリテーション看護の教育に関する文献検討を行い、現状と課題

を明らかにするとともに今後の教授方略への示唆を得ることを目的として文献研究を行った。

その結果、対象を生活者として捉える視点を継続的に教授する方法の検討が必要とされてお

り、対象理解を促すことと同時に、学生自らの生活者としての体験を言語化し抽象化できるよ

うな仕組みとして、様々な学習形態を組み合わせ意図的にカリキュラムの中に埋没させる工夫

が必要であることが示唆された。また、リハビリテーション看護を教授するうえで、教材の精

選や時間数、担当教員などが課題として挙がっていたが、健康期から終末期にかけてどの段階

でもリハビリテーションが重要とされているなかで、各看護学領域において看護と国際生活機

能分類（ICF）やリハビリテーションとのつながりを意図的に説明しつつ、一人の生活者とし

て対象理解を深め看護を創造していく教育を検討していく必要があると考える。

要旨
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Ⅰ．はじめに

　リハビリテーションは能力低下やその状態を

改善し、障害者の社会的統合を達成するため

のあらゆる手段を含んでいる1）とされ、我が国

においては1963年に近代的なリハビリテーショ

ン医学が始まった。2000年に入ると、障害は

個人の課題ではなく社会の障壁によって生じる

問題であり、環境や社会モデルによる概念が

統 合された国際 生活機能 分類（ICF） をWHO

が発表した。個人の様々な因子と環境、社会

参加を包括的に捉えた概念はリハビリテーショ

ンにおいても大きな変革となった2）。我が国に

おいては1992年の医療法の改正により、医療

サービスとしてのリハビリテーションという言葉

が定義づけられ、1996年にリハビリテーショ

ン科の標榜が許可されたのを契機にリハビリ

テーション医療に対する社会的認知や期待は

増大してきた3）。

　現在リハビリテーションは、個人が持つ機能

障害を回復させる試みだけを指すのではなく、

予防的リハビリテーション、就労や経済的問題、

教育、地域社会など本人や家族へのアプロー

チだけではない幅広い支援を含んでいる。こ

れらの支援のためには多職種がそれぞれの専

門性を生かし協働していくことが必須である。

リハビリテーションに関わる専門職者の中でも

患者とその家族を生活者の視点で療養支援を

担う看護職の役割は大きい。

　リハビリテーション看護とは疾病・障害・加

齢等による生活上の問題を有する個人や家族

に対し、障害の経過や生活の場にかかわらず、

可能な限り日常生活活動（ADL）の自立とQOL

（生命・生活・人生の質）の向上を図る専門性

の高い看護である。高齢社会に伴い急性期病

院であっても複合疾患を抱えた患者が増加し、

より複雑化、重症化していることに加え在院日

数の短縮化により、廃用症候群の予防を中心

とした早期からのリハビリテーションの重要性

が認識されてきている。また、生活の場を問

わず連続的で専門的なケアが求められている。

　我が国のリハビリテーション看護は、1989

年にその定 義 や 役 割などが検 討され 始め4）、

2006年には「摂食・嚥下障害看護」、2010年

に「脳卒中リハビリテーション看護」の認定看

護師が誕生した。リハビリテーション看護が提

供される場は幅広く、あらゆる発達段階、健

康期、個人から地域社会までを対象としてい

る。また、社会参加に何らかの障壁がある対

象を支えるためには、看護職だけではなく多

職種と協働できる力が求められる。

　リハビリテーションに対する社会のニーズが

高まっている状況で、対象を社会で生活してい

る者と捉え、一貫した継続的な看護を多職種

と同じ目標に向かって連携・協働していく能力

の基礎を養うことが看護基礎教育に求められ

ているのではないかと考える。2019年に厚生

労働省が発表した「看護師基礎教育検討会報

告書」5）では、看護の対象を生活者の視点で

理解することの重要性、多職種と協働するた

めのコミュニケーション、専門性を発揮した連

携の必要性について強調されている。これら

はリハビリテーション看護実践の中核をなす力

であり、病いや障害を抱えながら生活する人の

自立を支援する看護、多職種の連携・協働に

ついて看護基礎教育の段階から深く学修する

ことが求められていると考える。しかし、看護

基礎教育においてはリハビリテーション看護の

カリキュラムは各教育機関に任されている現状

がある。1997年のカリキュラム改正で「リハビ

リテーション看護」の教育内容の表示がなく

なり、2007年の「看護師基礎教育の充実に関

する検討会報告書」6）では、「健康や障害の状

態に応じた看護を実践するための基礎的能力」

の中にリハビリテーションが含まれ、具体的な

関連科目や教育内容は各教育機関の方針に任

された。

　看護基礎教育におけるリハビリテーション看

護教育の現状について、2016年に石川ら7）が

行った調査では、回答した155施設のうち「リ

ハビリテーション看護」という名称の科目を開

講していない」と回答した者は65名（41.9％）
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であり、教育上の課題として時間数の不足、担

当教員の不足、実習施設の充実不足、教授内

容が明確にされていないこと、適切なテキスト

がないことを報告していた。そこで、看護基礎

教育におけるリハビリテーション看護の教授に

関して、開講時期、教授方法、看護学領域や

その学びと課題について文献検討し、今後の

リハビリテーション看護の教 授の展望や可能

性について検討する必要があると考えた。

Ⅱ．目的

　看護基礎教育におけるリハビリテーション看

護の教育に関する文献検討を行い、現状と課

題を明らかにするとともに今後の展望について

示唆を得る。

Ⅲ．方法

１．対象文献の範囲
　日本看護協会で「摂食・嚥下障害看護」や

「脳卒中リハビリテーション看護」が認定され

始めた2008年頃から2018年12月までに学術雑

誌に掲載された看護基礎教育におけるリハビリ

テーション看護の教授に関する論文とした。

２．文献の選定
　文献収集にあたり、医学中央雑誌Web版（以

下、医中誌Web）および国立情報学研究所学

術情報ナビゲータ（以下、CiNii）で、「“リハビ

リテーション”and“看護”and“基 礎 教育”」 を検

索キーワードとして文献検索を行った。医中誌

Webで 172件、CiNiiで７件 の文 献 が 抽出され

た。 また、「“リハビリテ ーション”and“看 護 学

生”」をキーワードに検索を行い、医中誌Web

で 679件、CiNiiで31件の文献を得た。それぞ

れの検索結果から会議録および重複文献を除

外、ならびに論文の要旨が確認できる文献に

絞った。次に、タイトルと要旨をハンドサーチ

して、障害をもつ対象理解や障害をもつ人の自

立や自律に関する内容、などリハビリテーショ

ン看護に関する教育内容や方法に関する文献

に絞り込み35編の文献を分析対象とした。な

お、障害の有無が不明瞭な高齢者の理解や看

護に関する内容で看護基礎教育との関連性が

低いと判断した文献は除外した（図１）。

検索キーワード①

「リハビリテーション」

「看護」

「基礎教育」

医中誌Web 172件

CiNii 7件

検索結果 179件

除外論文 103件

医中誌Web 100件

CiNii 3件

会議録を除外

抄録ありを採用

重複論文を除外

1次スクリーニング 76件

レビュー対象 35件

除外論文 67件

研究目的に一致し

ないもの

障がいの有無が不

明瞭な高齢者の理

解や看護に関する

内容は除外

検索①採用論文 9件

検索キーワード②

「リハビリテーション」

「看護学生」

医中誌Web 679件

CiNii 31件

検索結果 710件

1次スクリーニング 332件

検索②採用論文 37件

除外論文 378件

医中誌Web 368件

CiNii 10件

会議録を除外

抄録ありを採用

重複論文を除外

除外論文 295件

研究目的に一致し

ないもの

障がいの有無が不

明瞭な高齢者の理

解や看護に関する

内容は除外

重複論文 11件

を除外

図１．論文選定の過程
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３．分析方法
　選定した論文について開講時期、授業形態、

授業内容と学習効果および課題について整理

し、看護基礎教育におけるリハビリテーション

看護の教育に関する学びや課題についてまと

めた。

Ⅳ．結果

　35編の文献検討を行い、「授業形態」、「開

講年次」、「実施領域または科目名」、研究者

らが文献から読み取ったリハビリテーション看

護の教育に該当する内容について「学びや学

習効果」として表にまとめた（表１参照）。

１．授業形態と開講年次
　授業形態では講義・演習が最も多かったが、

実習も僅差であった。講義・演習形態としての

開講は２年次までが多く、３年次以降は実習

形態が多い結果であった。

　授業形態別では、講義や演習に関するもの

が15件8）-22）、 実習に関 するものが15件23）-37）、

講義・演習・実習に関するものが３件38）-40）で

あった。その他、教材に関するものが１件41）、

授業形態不明が１件42）であった。

　 開 講 年 次 別 の 授 業 形 態 の 内 訳 と し

て、 講 義・ 演 習 は１年 次 が２件9）,17）、 ２ 年

次 が ６ 件8）,10）,12）,13）,16）,20）、 ３ 年 次 が ６ 件
11）,15）,18）,19）,21）,22）、 ４年 次は０件であった。 開

講年次が不明なものは１件14）であった。

　実習では、１年次は０件、１年次から２年

次にわたるものが１件27）、２年次は１年次から

２年次にわたるものを含めて２件27）,36）であっ

た。３年次は８件28）,29）,31）,32）-35）,37）で、３年次

から４年次にわたるものが２件23）,24）、４年次

は３年次から４年次にわたるものを含めて３件
23）,24）,30）であった。開講年次が不明なものは２

件25）,26）であった。

　講義・演習・実習に関するものは１年次から３

年次までのものが１件38）、３年次のものが１件39）、

３年次から４年次までのものが１件40）であった。

２．看護学領域と科目の名称
　「リハビリテーション看護学（論）」で開講し

て いるもの が 最 も多く13件8）,9）,11）,15）,17）,21）,23）

-26）,38）-40）であり、次いで精神看護学領域５件
29）,30）,35）-37）、 老 年 看 護 学 領 域４件12）,16）,20）,28）

が多かった。精神看護学領域では全てが実習

形態であり、老年看護学領域では講義・演習

形態が３件であった。

３．開講年次別の学びや学習効果
　１年次では、障害者やリハビリテーションに

対するイメージに関する講義や見学体験9）の中

で、リハビリテーション看護の専門的機能とし

て廃用症候群の予防などの具体的な理解は得

られているが、生活機能障害を抱える患者の

在宅支援については認識が低いという結果で

あった17）。また、看護学の初学者である１年次

の学生は、リハビリテーションという言葉に対

して、看護ではなく理学、作業などのセラピス

トや自助具に関するイメージを持っていたり、

障害を抱えていて、努力、忍耐、不自由、失

望という否定的なイメージを持っていたりする

学生が多かった42）。

　２年次では、高齢者を中心とした機能障害

を持つ対象の理解に関する講義12）,16）,20）や演

習がほとんどであり、障害を持つ高齢者に関

する対 象理 解の深まり12）、高齢 者のリハビリ

テーションを実践するうえでの看護や看護師の

役割について考察するための素地形成に寄与

するものであった16）。特に、生活動作障害をも

つ高齢者を理解するために、事例を用いた模

擬体験や視聴覚教材を活用したアセスメント

演習を組み合わせることにより高齢者の視点で

対象理解が促されていた16）。

　３年次ではリハビリテーション看護学（論）

で開講する講義・演習が増え11）,15）,21）、具体的

な対 象や状況を設定して学ぶことで、特定の

障害をもつ対 象の理解21）,22）や援助方法に関

する学びが得られていた。特に、重度障害を

もつ当事者からの講義を受けた学生は、「重度

障害者の生活」に対して「日常にある当たり前
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の暮らし」「医療と障害と生活主体」「ともに生

活をつくる」「その人らしく生きる」といった能

動的イメージを持つようになった22）。また、実

習での学びやイメージの変化に関する研究はリ

ハビリテーション看護実習39）,40）だけではなく、

精神障害をもつ対象の理解や関わりを通した

実習に関するものであった29）,35）,37）。特に、社

会復帰施設等で実習を行うことで、利用者が

就労に向けたリハビリテーションに取り組み社

会復帰を目指していること29）、地域で生活して

いく上でのスキルを磨き、利用者が抱える社

会生活上の不安を軽減していることを学んでお

り、職業的リハビリテーションや社会的リハビ

リテーションに関する学びを得ていたことが明

らかとなっていた37）。さらに、全実習を終えた

学生は、障害者やリハビリテーションに対する

イメージが広がり、強みを捉えられるようになっ

ていた。例えば、機能の維持・向上だけでは

なく、疾病や障害の状況と折り合いをつけな

がら生活を調整するといった「生活の再構築」、

障害を抱えながらも自立した生活をおくり、社

会活動に参加する「社会復帰」等のイメージを

持っていた33）。また、全 領域実習が終了した

時点でのリハビリテーション看護の経験や学び

として、療養環境の整備、セルフケアの確立、

廃用症候群の予防といった身体機能の維持・

向上だけではなく、障害を受容する心理的支

援が多くみられていた34）。

　４年次では講義・演習に関する研究はなく、

リハビリテーション看護実習の中での日常生活

援助技術の経験状況や到達状況を調査する報

告がほとんどであった23）,24）,40）。卒業を控えた

学生は、日常生活援助技術を経験したことに

よって看護実践能力の成長が示唆されていた。

しかし、病気の成り行きを踏まえての継 続的

なリハビリテーション看護の視点として、それ

が提供される場の広がり、リハビリテーション

における多職種連携と看護の役割、対象の生

活を支えるための様々な社会資源の活用など

といった、学びについて明らかにしたものはな

かった23）,24）,40）。一方、４年次の精神看護学実

習として社会復帰施設で実習を行った学生は、

地域で生活している精神障害者に対して、【病

気と闘いながらの地域生活】【多職種による利

用者支援】【法制度による利用者支援】を得て

生活をしている現実から法や制度を活用しな

がら多職種連携していくことを学ぶことができ

ていた30）。

４．授業形態による学びと課題
　講義・演習では、初学者にリハビリテーショ

ンの概念や看護に関する講義を行っていても、

リハビリテーション看護の専門性、セルフケア

の自立や退院に向けた看護計画の認識は低く、

退院後の生活を具体的にイメージできるような

教育方法の検討が必要であることが示唆され

ていた17）。また、２年次生と比較して１年次生

でも、生活状況を学ぶ家庭訪問実習を行うこ

とで、生活習慣や価値観・生き方・生活の楽し

さなどといった視点を多く持つことが明らかと

なっており、生活者として捉える視点を継続的

に教授する方法の検討が提言されていた27）。

　２年次以降は、成人看護学や高齢者看護学

等の概論を終えていることが多く、対 象を具

体的にイメージしながら看護の方法について学

ぶ時期である。事例を用いて教授する際には、

いかに患者イメージを具体的に捉えることがで

きるかが、その後の援助方法を考えるために

重要であることが示唆されていた11）,12）,18）,19）。

また、リハビリテーションを必要とする対象は

幅広いため、援助技術を学ぶための教材の精

選が必要であることも提言されていた8）,20）。

　実習では支援の必要な対象が目の前にいる

ため、具体的な支援を通した学びを得られて

いる報告が多いが、退院後の生活に向けた支

援の理解をより深めるために、臨床の場での

退院前カンファレンスや多職種連携の実際に

触れることができるような教育方法の検討が

課題となっていた26）,32）,34）,37）。
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Ⅴ．考察

１．教育の現状から考える学習者に合わせた
リハビリテーション看護

　リハビリテーション看護の教授方法につい

て、リハビリテーション看護の中核をなす対象

者を生活者の視点で理解することと、多職種

との協働と連携のための基礎的能力に関する

学びに焦点をあて考察する。

　看護の対象をイメージする時、目に見える障

害や看護援助に思考が向きやすいのは初学者

の特性である。例えば、リハビリテーションと

いう言葉には、障害を持った対象という否定的

なイメージを持ちやすい42）。障害をマイナスと

捉えることによりそれをカバーする自助具が印

象に残ったり、看護よりも理学療法士をはじめ

とする療法士の支援をより必要とする対象者で

あると捉える傾向にある。学習者の年次が進

むことにより専門分野で具体的な方法論を学

び、リハビリテーションを必要とする対象の捉

えが変化する。さらに、看護の各看護学領域

との共通性を認識し、看護の連続性や場の広

がりについて在宅看護学や地域包括ケアシステ

ムで学びを深めるというように段階的に学習し

ていた。学習者に合わせた段階的な学びはそ

れを否定するものではないが、看護の対象は

身体的、心理的、社会的な生活機能を持って、

環境因子に影響されながらその人の人生、生

活を営む人である。つまり、疾病や病態が及

ぼす生命への影響だけではなく、何らかの生

活機能障害を抱えながらも、その人らしい生

活を営むとはどういうことなのかという対象理

解を促進するような学びが必要である。

　看護学生の多くは、青年前期の生活者であ

り、生活者としての体験が圧倒的に乏しく、そ

れを言語化して抽象化させ、対象者とすり合わ

せることは困難である。生活者として理解を促

す方略として、吾郷ら27）は、初学者のこれまで

の体験やイメージのみでは生活者を理解する

ことに限界があるため、早期に地域の中で生

活者を捉える機会を設定することを提言してい

る。自らの生活体験が乏しい中では、その対

象がどのような生活を営み、どのようなことに

困難さを感じているのかに気づくことは容易で

はない。段階的な学習の側面に加え、学年に

とらわれず在宅で療養する人々の生活を初年

次に体験したり、外来での継続看護の実践な

どといった方法も生活者としての視点を身につ

けるために必要であると考える。多くの文献で

は、１年次に身体の機能や構造、疾患に関し

て学んだうえで、２年次以降に障害を持つ高齢

者や精神障害を持つ対象を、具体的な事例や

実習体験をもとに理解を促していた12）,15）,16）,18）

-20）,29）,30）,36）,37）。杉森43）は、「経 験は知覚によ

る客観の認識と規定すると体験は個々の主観

に属し、客観性に乏しく、知性による加工、普

遍化を得ておらず、看護学を学修するうえでの

体験を意味のある経験にするためには、主観

的な体験を学生自身が意味づけする必要があ

る」と述べている。基礎的な専門知識を段階

的に理解したうえで、生活機能障害を持つ対

象理解を促すことと同時に、学生自らの生活

者としての体験を言語化し抽象化できるような

仕組みも必要であろう。

　そのためにはリハビリテーション看護という

科目にこだわらず、各看護学領域が講義や演

習の中でリハビリテーションにおいて看護が

担う役割を、学生が認識できるような仕組み

が必要である。先行研究でも、当事者の語り

や手記を活用しながら対象理解を促していた
8）,22）。さらに、リハビリテーション看護の関連

科目や各領域との連携によって、その人らしく

生きるための機能維持向上、生活の再構築や

社会復帰というイメージが生成され、全実習を

終了した学生ではリハビリテーション看護の専

門的機能に関する認識を持っていた33）,34）と報

告されているように、学習者自身の生活者とし

ての視点と同時に、様々な学習形態を組み合

わせ、学習者自身の生活体験を意味づけでき

るよう意図的にカリキュラムの中に埋没させる

工夫が必要である44）。

　次にリハビリテーション看護の中核となる多
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職種との協働・連携のための基礎的能力につ

いて述べたい。石鍋45）は、リハビリテーショ

ン看護において多職種連携による実践を視野

に入れた基礎教育の見直しが必要であると述

べている。実習では、対象者を中心に看護の

連続性・継続性を目的として多職種が連携す

る様々な場面に遭遇する。しかし、実習指導

者や教員が意図的に参加させることができて

いなかったり、学生がその重要性についての認

識が乏しかったりするために、多職 種 連携が

実践の場でどのようになされているのかを自ら

の学びとして発展させづらいことがある。また、

臨床場面では患者とその家族の同意等の制限

によって参加できないことも多い。多職種との

連携や協働を机上のものでなく実際にその場

に身を置くことによって、看護の専門的機能を

振り返り、学生自身のなかで意味付けができ

るのではないか。さらに、対象者の生活機能

障害を多職種がどのように捉え、同じ目標に向

かって協働するのかという体験をもとに、チー

ム医療について深く考察できるような教育方法

の工夫が必要である。保健・医療・福祉に関

わる複数の学科を有している教育機関では連

携教育を構築することが可能であるが、それ

がかなわない場合は、実習指導者や教員が意

図的に臨床場面を切り取り、教材化し、カンファ

レンス等での学びの場面を設定することや、リ

ハビリテーション看護に関連する科目や各領域

の実習が終了した後に体験や学びを言語化し、

看護の専門的機能や連携について学ぶ方略が

必要と考える。

２．リハビリテーション看護を教授するうえ
での課題

　対 象 理 解や援助技術、 看護の専門性につ

いて 教 授 するうえで、 教 材 の 精 選8）,10）や具

体的に対 象をイメージする方略が必要である
11）,12）,17）-19）ことが課題となっていた。石川ら7）

は、リハビリテーション看護の教授にあたって、

「時間数、教員、実習施設、教授内容の精選、

テキストなどの面で障壁がある」こと、さらに

リハビリテーション看護を開講していない養成

施設の理由として講義時間数の不足や多領域

にわたるため難しいという意見があったことを

明らかにしていた。対象の発達段階別、疾患・

機能障害別、看護が提供される多様な場の三

次元で考えると、系統的にリハビリテーション

看護を教授することは難しく見えるかもしれな

い。しかしながら生活機能障害を持つ人の生

活、社会参加を支えるための看護はどの領域

でも教育がなされている。加えて、リハビリテー

ション的概念を持ち意味づけて教育できてい

るかを振り返ることでリハビリテーション看護

の教育が充実していくのではないかと考える。

　例えば、リハビリテーションの側面から考え

ると予防的リハビリテーションとして、術後呼

吸器合併症予防のための呼吸訓練がある。リ

ハビリテーションという文言が入っていなくて

も、周手術期看護の側面だけではなく、リハ

ビリテーション看護としての側面もあることを

意識し、意図的に学生に語ることで学生の学

びは変わるのではないか。人工肛門造設患者

のストーマリハビリテーションのように、術後

排泄機能障害を抱える患者の看護にリハビリ

テーションの文 言が予め付与されているもの

もある。どうして付与されているのかを学生に

考えさせることも生活機能障害を抱えて生活す

る患者のリハビリテーション看護の深まりに繋

がっていくと考える。石川ら7）は、リハビリテー

ション看護を「専門的なもの（special）として

とらえるか、一般的なもの（general）としてと

らえるのか見解が分かれた結果」がリハビリ

テーション看護科目の開講の有無に影響を及

ぼしていると述べている。リハビリテーション

は、「全人的復権」を目指すものであり、対象

はその人らしい生活の営みが困難となった全て

の発達段階にある人である。単なる訓練や機

能回復という理解ではなく、あらゆる発達段階

や健康期にある人の生活を成り立たせるために

行われる看護であることについては異議を唱え

るものはいないだろう。よってリハビリテーショ

ン看護は、学年、看護学領域ならびに療養の
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場をまたぐ多次元的であることを前提に考えて

いくことが望ましい。

　これまでの文献検討を踏まえると、各看護

学領域において、健康期、疾病、年齢、生活

の場にかかわらずリハビリテーションがなされ

ていることや看護と国際 生活機能 分類（ICF）

やリハビリテーションとのつながりを意図的に

説明していくことで、一人の生活者として対象

理解を深め看護を創造していく教育がなされ

ていくのではないかと考える。

　リハビリテーション看護を１つの科目として

設けることなく教育することは可能であるが、

今後は、カリキュラムの構成の際に各看護学領

域においてリハビリテーション看護の教育がど

のように横断的にも縦断的にもつながりがもた

れているのかカリキュラムマップ等を用いて検

討していく必要がある。さらに先行研究では、

講義や実習での体験や学びを振り返り、看護

の専門性や連携について学ぶ方略が必要であ

ることが示唆されていることから、講義や実習

を終えた学生に対して、リハビリテーション看

護の役割や専門性を考察できるよう統合的な

位置づけの科目が必要ではないかと考える。

Ⅵ．結論

１． リハビリテーションの概念や看護の講義

だけでは、全人的復権を支援する専門性

の認識は高まらず、対象者の生活を具体

的にイメージできるような教育方法が必

要であると示唆されていた。そのため、

生活機能障害を持つ対象理解を促すこと

と同時に、学生自らの生活者としての体

験を言語化し抽象化できるように学習形

態を組み合わせる工夫が必要である。

２． リハビリテーション看護を教授するう

えで、教材の精選や時間数、担当教員が

課題として挙がっていた。各看護学領域

において健康期から終末期にかけてどの

段階でもリハビリテーションが重要とさ

れていること、看護と国際生活機能分類

（ICF）やリハビリテーションとのつなが

りを意図的に説明していくと共に、一人

の生活者として対象理解を深め看護を創

造していく教育を検討していく必要があ

ると考える。

Ⅶ．おわりに

　本研究ではリハビリテーション看護を中心に

したキーワードで検索し、文献を検討してきた。

これまでのリハビリテーション看護の教授は、

学年進度に合わせて基礎的な専門知識を段階

的に理解したうえで、対象理解を促す方略がと

られていた。考察で述べたように、リハビリテー

ションの概念は各看護学領域にまたがっている

ため、科目名称としてリハビリテーションの文

言がなくても、科目の一部としてリハビリテー

ション看護に関する講義や演習、実習を実施し

ている養成施設は多数あると考える。こういっ

た埋もれたリハビリテーション看護の教授内容

を把握するには限界がある。本研究を通して

得た課題を含めて、今後、カリキュラム改正を

経て、各養成施設でどのようなリハビリテーショ

ン看護の教授が行われているかの包括的な調

査やリハビリテーション看護の教授方略につい

て継続的に検討していく必要がある。
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の

理
解

」
「

介
護

者
と

し
て

学
び

の
限

界
の

明
確

化
」

看
護

・
理

学
療

法
・

作
業

療
法

科
に

お
け

る
模

擬
患

者
参

加
型

演
習

の
学

生
に

よ
る

評
価

20
10

不
明

、
各

学
科

の
実

習
前

演
習

看
護

・
作

業
2

年
、

理
学

3年
演

習
学

生
「

模
擬

患
者

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
よ

る
専

門
職

と
し

て
の

認
識

の
形

成
」

「
模

擬
患

者
参

加
に

よ
る

リ
ア

リ
テ

ィ
の

あ
る

演
習

」
「

学
生

自
身

の
知

識
や

技
術

の
不

足
や

今
後

の
課

題
の

発
見

」
「

学
習

態
度

へ
の

内
省

効
果

」

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

視
点

か
ら

み
た

看
護

学
生

と
作

業
療

法
学

生
に

よ
る

牽
引

療
法

中
の

入
院

児
へ

の
遊

び
の

援
助

の
比

較
に

関
す

る
一

考
察

20
11

不
明

（
小

児
）

不
明

（
看

護
と

作
業

）
講

義
学

生
「

学
生

が
考

え
た

入
院

児
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

踏
ま

え
た

効
果

的
な

遊
び

の
援

助
内

容
の

比
較

」
「

児
へ

の
遊

び
を

考
え

る
際

に
関

係
構

築
を

重
視

す
る

看
護

学
生

の
傾

向
」

看
護

学
生

の
障

が
い

者
模

擬
体

験
学

習
に

よ
る

学
び

 
感

想
文

の
内

容
分

析
を

通
し

て
20

11
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

3年
講

義
学

生
「

障
害

の
種

類
の

違
い

に
よ

る
日

常
生

活
上

の
不

自
由

さ
と

そ
の

工
夫

の
違

い
の

理
解

」
「

障
害

者
に

対
す

る
肯

定
的

な
イ

メ
ー

ジ
へ

の
変

化
」

「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

に
関

す
る

学
び

」
「

IC
Fモ

デ
ル

の
構

成
要

素
間

の
相

互
作

用
に

関
す

る
理

解
を

促
進

」

生
活

動
作

障
害

の
あ

る
高

齢
者

理
解

の
た

め
の

教
育

的
方

略
に

お
け

る
看

護
学

生
の

学
習

過
程

20
11

老
年

2年
講

義
学

生
「

生
活

動
作

障
害

の
あ

る
高

齢
者

体
験

に
よ

る
理

解
と

気
づ

き
の

深
ま

り
や

広
が

り
」

「
視

聴
覚

教
材

や
手

記
を

連
動

す
る

こ
と

に
よ

る
対

象
理

解
の

促
進

」
「

生
活

動
作

障
害

の
あ

る
高

齢
者

の
立

場
に

接
近

し
た

理
解

」

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
の

「
専

門
的

機
能

」
に

関
す

る
学

生
の

認
識

20
12

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
論

1年
講

義
学

生
「

講
義

終
了

後
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
の

専
門

的
機

能
の

重
要

性
の

認
識

」
「

全
身

を
管

理
し

な
が

ら
環

境
を

整
え

AD
Lを

拡
大

さ
せ

る
こ

と
を

重
要

視
」

「
在

宅
生

活
を

イ
メ

ー
ジ

化
す

る
こ

と
が

困
難

な
こ

と
に

と
も

な
う

退
院

に
向

け
た

ケ
ア

計
画

の
認

識
の

低
さ

」

看
護

学
生

の
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
患

者
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
変

化
 

脳
神

経
疾

患
患

者
の

講
義

を
通

し
て

20
13

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

3年
講

義
学

生
「

脳
神

経
疾

患
患

者
に

対
す

る
講

義
前

後
の

イ
メ

ー
ジ

の
変

化
」

「
患

者
の

潜
在

能
力

や
可

能
性

に
目

を
向

け
た

肯
定

的
な

イ
メ

ー
ジ

へ
の

変
化

」
「

で
き

な
い

と
い

う
先

入
観

を
も

た
な

い
看

護
の

必
要

性
を

認
識

」
「

具
体

的
な

事
例

や
視

聴
覚

教
材

を
活

用
し

た
効

果
」

運
動

器
に

障
害

が
あ

る
患

者
の

イ
メ

ー
ジ

変
化

 
講

義
前

後
の

学
生

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
か

ら
20

13
成

人
（

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
期

、
回

復
期

）
3年

講
義

学
生

「
運

動
器

に
障

害
の

あ
る

患
者

に
対

す
る

講
義

前
後

の
イ

メ
ー

ジ
の

変
化

」
「

自
立

に
向

け
て

取
り

組
む

対
象

で
あ

る
こ

と
の

理
解

」
「

一
人

の
生

活
者

と
し

て
の

視
点

で
イ

メ
ー

ジ
す

る
効

果
」

「
折

り
合

い
の

つ
く

障
害

で
あ

る
と

い
う

理
解

」
「

具
体

的
な

事
例

や
患

者
の

体
験

記
を

活
用

し
た

効
果

」

e-
le

ar
ni

ng
に

よ
る

主
体

的
学

習
の

支
援

環
境

の
構

築
と

そ
の

有
用

性
の

検
討

 
対

象
学

生
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
の

分
析

か
ら

20
17

老
年

2年
講

義
(教

材
)

学
生

「
機

能
障

害
を

も
つ

高
齢

者
の

生
活

援
助

技
術

に
関

す
る

動
画

教
材

と
自

己
学

習
ノ

ー
ト

の
教

育
効

果
」

「
主

体
的

学
習

で
対

象
理

解
を

進
め

る
方

法
」

「
技

術
演

習
の

予
習

・
復

習
で

の
活

用
」

ス
ト

ー
マ

装
具

の
装

着
体

験
を

通
じ

て
看

護
学

生
が

捉
え

た
学

び
20

17
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

論
3年

講
義

学
生

「
疑

似
体

験
に

よ
る

ス
ト

ー
マ

造
設

を
し

た
対

象
の

理
解

と
必

要
な

支
援

に
関

す
る

学
び

」
「

ス
ト

ー
マ

装
具

装
着

に
よ

る
生

活
活

動
や

他
者

と
の

交
流

に
関

す
る

学
び

」
「

ス
ト

ー
マ

を
造

設
し

て
生

き
て

い
く

人
の

心
理

の
理

解
」

「
ス

ト
ー

マ
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

に
お

け
る

生
活

を
尊

重
し

た
支

援
と

自
立

に
向

け
た

支
援

に
関

す
る

学
び

」

重
度

障
害

を
も

っ
て

生
き

る
人

の
生

活
体

験
の

語
り

を
取

り
入

れ
た

当
事

者
参

加
型

の
講

義
の

効
果

20
18

在
宅

3年
講

義
当

事
者

の
語

り

学
生

「
重

度
障

害
を

も
つ

当
事

者
か

ら
の

講
義

の
学

び
」

「
当

事
者

の
講

義
前

後
に

お
け

る
重

度
障

害
者

の
生

活
の

イ
メ

ー
ジ

の
変

化
や

学
び

」
「

障
害

を
も

っ
て

い
て

も
そ

の
人

ら
し

く
、

当
た

り
前

の
日

常
を

過
ご

し
て

い
る

こ
と

の
理

解
」

「
生

活
者

と
し

て
捉

え
、

希
望

を
支

え
つ

つ
、

生
活

を
見

守
り

な
が

ら
、

そ
の

人
ら

し
い

生
活

を
支

え
る

看
護

の
理

解
」

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
学

実
習

に
お

け
る

看
護

技
術

の
経

験
状

況
 

受
け

持
ち

患
者

の
健

康
レ

ベ
ル

に
よ

る
比

較
20

08
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

実
習

3年
、

4年
実

習
学

生
「

運
動

機
能

障
害

を
持

つ
患

者
を

対
象

に
し

た
実

習
で

の
看

護
技

術
の

経
験

や
習

得
の

状
況

」
「

転
倒

転
落

予
防

な
ど

の
安

全
管

理
技

術
の

実
施

率
の

高
さ

」
「

実
践

に
近

い
レ

ベ
ル

の
学

習
が

で
き

る
学

内
演

習
を

計
画

し
て

い
く

必
要

性
」

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
学

実
習

に
お

け
る

看
護

技
術

の
経

験
状

況
20

08
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

実
習

3年
、

4年
実

習
学

生
「

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
実

習
に

お
け

る
看

護
技

術
の

経
験

や
習

得
の

状
況

」
「

日
常

生
活

援
助

の
高

実
施

率
」

「
転

倒
転

落
予

防
な

ど
の

安
全

管
理

技
術

の
実

施
率

の
高

さ
」

「
技

術
の

到
達

度
を

高
め

る
た

め
の

患
者

選
定

の
必

要
性

」

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
の

効
果

20
09

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
実

習
学

生
「

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
に

よ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

概
念

と
実

際
、

看
護

の
役

割
、

在
宅

療
養

支
援

に
関

す
る

学
び

の
状

況
」

「
医

学
的

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

内
容

理
解

」
「

在
宅

支
援

の
た

め
の

職
種

間
の

連
携

に
つ

い
て

学
び

」

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
学

実
習

に
お

け
る

回
復

期
患

者
の

社
会

復
帰

に
向

け
て

の
ア

プ
ロ

ー
チ

20
09

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
実

習
実

習
学

生
「

脊
髄

疾
患

、
脳

血
管

障
害

な
ど

の
入

院
患

者
を

受
け

持
っ

た
学

生
の

社
会

復
帰

に
向

け
た

関
わ

り
の

内
容

」
「

患
者

の
思

い
や

希
望

を
傾

聴
し

社
会

復
帰

へ
の

準
備

性
を

高
め

る
学

生
の

関
わ

り
」

「
社

会
的

背
景

に
着

目
し

、
復

職
に

支
援

に
必

要
な

情
報

を
探

す
関

わ
り

」
「

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

と
共

に
関

わ
る

こ
と

に
よ

る
援

助
の

成
果

」

※
１

表
中

の
番

号
は

本
文

中
の

引
用

番
号

 
 

※
2 

文
献

中
の

結
果

・
考

察
か

ら
研

究
者

ら
が

抜
き

出
し

た
「

学
び

・
学

習
効

果
」

に
関

す
る

キ
ー

ワ
ー

ド

(2
4)

(2
5)

(2
6)

(2
3)

(1
2)

(1
3)

(1
4)

(1
5)

(1
6)

(1
7)

(1
8)

(1
9)

(2
0)

(2
1)

(2
2)

(1
1)

表
１

 
文

献
一

覧
と

「
学

び
・

学
習

効
果

」
の

概
要

番
号 ※
1

(8
)

(9
)

(1
0)
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看護基礎教育におけるリハビリテーション看護教育の現状と課題に関する文献検討

タ
イ

ト
ル

発
行

年
実

施
領

域
ま

た
は

科
目

名
年

次
形

態
対

象
学

び
・

学
習

効
果

 
※

2

看
護

基
礎

教
育

に
お

け
る

「
生

活
者

を
理

解
す

る
視

点
」

 
家

庭
訪

問
実

習
と

病
院

実
習

後
の

自
己

評
価

よ
り

20
09

基
礎

1年
、

2年
実

習
学

生
「

家
庭

訪
問

実
習

後
と

病
院

実
習

後
で

の
『

生
活

者
を

理
解

す
る

視
点

』
の

変
化

」
「

初
学

者
が

家
庭

訪
問

実
習

す
る

こ
と

で
の

効
果

」
「

家
庭

訪
問

実
習

後
に

生
活

習
慣

や
価

値
観

、
仕

事
な

ど
視

点
が

高
ま

る
傾

向
」

「
低

学
年

で
家

庭
訪

問
実

習
を

経
験

し
、

そ
の

後
病

院
実

習
を

経
験

し
た

学
生

は
生

活
習

慣
や

価
値

観
の

視
点

を
持

ち
な

が
ら

日
常

生
活

や
疾

患
に

対
す

る
視

点
が

高
ま

る
」

高
齢

者
看

護
学

実
習

に
お

け
る

4日
間

の
学

習
の

特
徴

 
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
実

習
記

録
よ

り
20

10
老

年
3年

実
習

学
生

「
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
に

お
け

る
高

齢
者

看
護

ケ
ア

の
学

び
」

「
実

習
日

ご
と

の
学

び
の

特
徴

と
変

化
」

「
場

の
特

徴
や

多
職

種
の

関
わ

り
を

学
び

な
が

ら
患

者
や

患
者

の
環

境
を

知
る

実
習

初
期

の
学

び
」

「
観

察
や

手
探

り
の

実
践

で
対

象
理

解
を

深
め

る
実

習
中

期
の

学
び

」
「

対
象

理
解

を
踏

ま
え

た
実

践
と

修
正

を
す

る
実

習
終

期
」

「
学

生
の

学
び

の
特

徴
に

合
わ

せ
た

教
授

活
動

の
重

要
性

」
精

神
看

護
実

習
に

お
け

る
学

生
の

対
象

理
解

と
そ

の
変

化
 

病
院

実
習

後
と

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
施

設
実

習
後

の
調

査
比

較
20

10
精

神
3年

実
習

学
生

「
精

神
疾

患
を

持
っ

て
就

労
へ

向
け

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
す

る
人

の
イ

メ
ー

ジ
の

変
化

」
「

病
院

実
習

後
と

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
施

設
実

習
後

で
の

イ
メ

ー
ジ

の
違

い
」

「
精

神
疾

患
発

症
か

ら
社

会
参

加
に

向
け

て
回

復
し

て
い

く
対

象
の

理
解

」
「

職
業

的
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
続

け
る

対
象

の
立

場
に

立
っ

た
多

面
的

理
解

」

精
神

科
デ

イ
ケ

ア
・

小
規

模
作

業
所

に
お

け
る

地
域

精
神

看
護

学
実

習
の

学
び

 
実

習
レ

ポ
ー

ト
の

分
析

よ
り

20
10

精
神

4年
実

習
学

生
「

精
神

疾
患

を
持

っ
て

デ
イ

ケ
ア

・
小

規
模

作
業

所
に

通
う

人
の

理
解

」
「

精
神

疾
患

を
持

っ
て

社
会

参
加

を
目

指
す

人
へ

の
支

援
に

関
す

る
学

び
」

「
多

職
種

連
携

に
よ

る
支

援
に

関
す

る
学

び
」

「
法

や
制

度
に

関
す

る
支

援
と

い
っ

た
社

会
的

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
学

び
」

地
域

看
護

学
実

習
IIに

お
け

る
学

生
の

経
験

と
実

習
指

導
法

の
検

討
20

12
地

域
3年

実
習

学
生

「
訪

問
実

習
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
援

助
の

実
施

状
況

」
「

学
生

が
訪

問
す

る
療

養
者

の
年

齢
、

自
立

度
、

介
護

状
況

、
疾

患
は

多
岐

に
わ

た
り

必
要

な
援

助
を

実
践

す
る

」
「

清
潔

の
援

助
よ

り
も

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
援

助
の

実
施

率
の

高
い

実
習

経
験

」

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
の

見
学

実
習

に
お

け
る

看
護

学
生

の
学

び
20

13
成

人
3年

（
3年

過
程

）
実

習
学

生
「

2日
間

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

見
学

実
習

の
学

び
」

「
医

学
的

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

進
め

る
上

で
の

看
護

師
の

役
割

に
関

す
る

学
び

」
「

患
者

の
AD

Lの
拡

大
・

自
立

に
向

け
た

援
助

に
関

す
る

学
び

」
「

多
職

種
連

携
の

必
要

性
に

関
す

る
学

び
の

多
さ

に
比

べ
、

家
族

と
の

関
わ

り
や

社
会

資
源

の
活

用
に

関
す

る
学

び
は

希
薄

」

3年
課

程
の

看
護

学
生

に
お

け
る

「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

」
の

学
び

 
全

実
習

を
終

了
し

た
学

生
へ

の
調

査
か

ら
20

15
全

臨
地

実
習

終
了

後
3年

（
3年

過
程

）
実

習
学

生
「

全
実

習
を

終
え

た
学

生
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
に

対
す

る
学

び
の

広
が

り
」

「
実

習
前

と
比

較
し

た
「

維
持

・
向

上
」

「
再

構
築

」
な

ど
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

対
す

る
認

識
の

変
化

」
「

ど
の

領
域

で
も

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
学

び
を

得
て

い
る

」

学
生

の
臨

地
実

習
終

了
後

の
「

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
」

に
つ

い
て

の
認

識
20

16
全

臨
地

実
習

終
了

後
3年

実
習

学
生

「
全

実
習

を
終

了
し

た
学

生
が

認
識

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
の

専
門

的
機

能
」

「
専

門
的

機
能

で
、

「
廃

用
症

候
群

の
予

防
」

「
療

養
環

境
整

備
」

「
苦

痛
の

緩
和

」
を

重
要

視
す

る
が

、
社

会
参

加
へ

の
支

援
や

退
院

に
向

け
た

ケ
ア

計
画

、
多

職
種

連
携

に
つ

い
て

は
重

要
視

し
な

い
」

「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

的
と

し
て

AD
Lの

拡
大

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
学

ん
だ

学
生

が
多

い
」

精
神

看
護

学
実

習
に

お
け

る
看

護
学

生
の

関
わ

り
に

よ
る

患
者

の
「

全
般

的
行

動
」

の
変

化
と

実
習

効
果

 
精

神
科

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
行

動
評

価
尺

度
(R

eh
ab

)に
よ

る
評

価

20
17

精
神

3年
実

習
患

者
「

精
神

の
障

害
を

持
つ

患
者

に
看

護
学

生
の

関
わ

る
こ

と
で

の
効

果
」

「
看

護
学

生
の

関
わ

り
に

よ
っ

て
障

害
の

程
度

が
軽

減
さ

れ
る

」
「

学
生

の
関

わ
り

に
よ

っ
て

「
社

会
的

活
動

性
」

と
「

社
会

生
活

の
技

能
」

に
関

す
る

技
能

が
高

め
ら

れ
る

」

精
神

科
臨

地
実

習
前

後
に

お
け

る
准

看
護

学
生

の
精

神
障

が
い

者
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
の

変
化

20
17

精
神

2年
准

看
護

師
2年

課
程

実
習

学
生

「
精

神
科

実
習

で
の

精
神

障
害

者
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
の

変
化

」
「

実
習

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
で

の
患

者
と

の
関

わ
り

で
対

象
理

解
を

深
め

、
イ

メ
ー

ジ
を

肯
定

的
に

変
化

さ
せ

る
」

「
関

わ
り

か
ら

患
者

を
様

々
な

角
度

か
ら

捉
え

、
対

象
の

立
場

を
踏

ま
え

た
支

援
を

考
え

る
」

精
神

看
護

学
実

習
の

社
会

復
帰

施
設

に
お

け
る

学
生

の
学

び
の

実
際

学
生

の
記

述
を

分
析

し
て

20
17

精
神

3年
実

習
学

生
「

精
神

障
害

を
持

っ
て

社
会

復
帰

施
設

に
通

う
人

へ
の

支
援

に
関

す
る

学
び

」
「

当
事

者
の

不
安

に
寄

り
添

い
、

そ
の

人
の

就
労

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
な

ど
地

域
で

生
活

す
る

人
を

支
え

る
支

援
と

い
っ

た
職

業
的

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

社
会

的
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

学
び

」
「

退
院

に
向

け
た

支
援

に
関

す
る

課
題

の
学

び
」

「
患

者
の

リ
カ

バ
リ

ー
を

重
視

す
る

こ
と

に
関

す
る

学
び

」
看

護
基

礎
教

育
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

教
育

へ
の

取
り

組
み

20
08

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
1年

、
2年

、
3年

講
義

演
習

実
習

学
生

「
1年

次
か

ら
段

階
的

に
構

築
し

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

教
育

の
効

果
」

「
学

 
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
実

践
能

 
の

成
 

」
「

移
動

や
排

泄
に

関
す

る
 

常
 

活
援

助
の

実
施

率
の

高
い

実
習

で
の

経
験

」
「

臨
床

指
導

者
が

学
内

演
習

に
参

加
す

る
こ

と
で

実
習

で
の

緊
張

を
緩

和
す

る
効

果
」

看
護

基
礎

教
育

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

授
業

評
価

 
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
連

科
目

に
対

す
る

意
識

調
査

か
ら

20
11

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
3年

講
義

実
習

学
生

「
基

礎
的

な
知

識
学

習
が

終
了

し
た

学
生

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

す
る

イ
メ

ー
ジ

の
変

化
」

「
「

努
力

」
「

忍
耐

」
「

不
自

由
」

「
失

望
」

な
ど

の
【

感
情

】
か

ら
【

維
持

・
向

上
】

【
訓

練
】

【
そ

の
人

ら
し

く
生

き
る

】
【

社
会

復
帰

】
【

再
構

築
】

と
い

っ
た

イ
メ

ー
ジ

へ
の

変
化

」
「

障
害

を
持

っ
た

対
象

者
に

対
す

る
看

護
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

学
、

成
人

看
護

学
、

老
年

看
護

学
で

共
通

し
て

学
ん

で
い

た
」

「
1，

2年
の

基
礎

、
成

人
、

老
年

の
実

習
で

【
日

常
生

活
が

リ
ハ

ビ
リ

】
で

あ
る

こ
と

や
【

そ
の

人
に

合
わ

せ
た

援
助

】
を

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

し
て

学
ん

で
い

た
」

大
学

と
付

属
病

院
に

お
け

る
ユ

ニ
フ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

践
報

告
患

者
の

自
立

を
促

進
す

る
た

め
の

移
乗

援
助

技
術

の
学

生
の

学
び

に
お

け
る

臨
床

と
教

育
の

協
働

20
14

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
論

お
よ

び
実

習
3年

、
4年

講
義

実
習

学
生

「
実

習
経

験
に

よ
る

移
乗

援
助

技
術

に
関

す
る

臨
床

実
践

能
力

の
違

い
」

「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
習

等
、

3年
生

よ
り

実
習

体
験

を
多

く
持

つ
4年

生
の

方
が

臨
床

実
践

能
力

が
高

く
な

る
傾

向
」

「
客

観
的

臨
床

能
力

試
験

(O
SC

E)
に

よ
る

援
助

技
術

の
評

価
」

「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
訓

練
室

だ
け

で
は

な
く

日
常

生
活

で
行

う
意

味
」

看
護

基
礎

教
育

に
お

け
る

車
い

す
の

援
助

に
関

す
る

教
育

課
題

 
領

域
別

看
護

学
テ

キ
ス

ト
の

比
較

検
討

20
11

基
礎

、
老

年
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
教

材
「

患
者

の
自

立
し

た
移

動
を

重
視

す
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
の

テ
キ

ス
ト

」
「

基
礎

看
護

学
の

テ
キ

ス
ト

に
も

機
能

障
害

を
持

つ
人

を
考

慮
し

た
移

乗
の

内
容

が
示

さ
れ

て
い

る
」

「
学

生
の

学
習

進
度

に
沿

っ
た

教
授

内
容

の
整

理
と

使
用

テ
キ

ス
ト

精
選

の
必

要
性

」

1年
次

の
看

護
学

生
が

も
つ

「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
の

イ
メ

ー
ジ

20
09

1年
学

生
「

初
学

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
イ

メ
ー

ジ
」

「
自

立
支

援
用

具
や

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

へ
の

イ
メ

ー
ジ

」
「

初
学

者
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

対
し

て
辛

い
、

き
つ

い
、

努
力

、
忍

耐
と

い
っ

た
否

定
的

イ
メ

ー
ジ

を
多

く
持

ち
、

QO
Lや

社
会

復
帰

に
関

す
る

イ
メ

ー
ジ

は
少

な
い

」
「

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
連

す
る

実
体

験
が

あ
る

方
が

は
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

し
て

す
る

イ
メ

ー
ジ

す
る

こ
と

が
多

く
な

る
」

(4
2)

※
１

表
中

の
番

号
は

本
文

中
の

引
用

番
号

 
 

※
2 

文
献

中
の

結
果

・
考

察
か

ら
研

究
者

ら
が

抜
き

出
し

た
「

学
び

・
学

習
効

果
」

に
関

す
る

キ
ー

ワ
ー

ド

表
１

 
文

献
一

覧
と

「
学

び
・

学
習

効
果

」
の

概
要

 
（

つ
づ

き
）

番
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1
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